
広報まつぶし/平成22年９月/第496号4

福祉健康課のお知らせ 問合せ／子育て支援・児童福祉担当 991-1876

　現在、借地の上に建設されている、町立第一保育所用地とかるがもセンター用地の借地の契約
更新で町と地権者との間で条件が折り合わず、越谷簡易裁判所による民事調停を行いました。
　しかし、民事調停の場でも条件について合意が成立する見込みがなかったため、越谷簡易裁判
所が調停に代わる「決定」を行い、町はこの「決定」を受け入れました。
　この簡易裁判所の「決定」の中には、借地料を、これまでより引き上げることも含まれています。
　町では、この「決定」に準じ、他の公共施設についても、借地の上に公共施設が建設されてい
るなど、「決定」と同様の条件にある案件については、地権者との借地契約を見直し、次年度から、
今回と同様の措置を講じていくことを検討しています。

　７月17日(土)松伏町中央公民館（田園ホール･エロー
ラ）で、平成２２年度松伏町社会を明るくする町民の集
いを開催しました。
　集いには、約400人の町民が参加され、善行賞、青少
年健全育成｢標語｣及び｢作文｣の表彰式を行った後、作文
の優秀作品者は、大きな声で作文の発表を行いました。
　集いの最後には、平成18年度・19年度と2年連続全
日本合唱コンクール全国大会に出場し、平成20年度・
21年度の関東大会で２年連続金賞を受賞した松伏高等
学校合唱部の美しい歌声が集いに花を添え、大盛況の内
に幕を閉じました。
【善行賞】
○上林　遼太郎 （松伏小学校５年） 「その他の良い行い」
○坂本　倖太　 （松伏小学校５年） 「その他の良い行い」
○武田　駿　　 （松伏小学校５年） 「その他の良い行い」
○麻尾　莉奈　 （松伏中学校２年） 「誠実・責任・努力が認められる行い」
○伊藤　悠哉　 （松伏中学校３年） 「誠実・責任・努力が認められる行い」
○榊原　遼太郎 （松伏第二中学校３年） 「誠実・責任・努力が認められる行い」
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【青少年健全育成｢標語｣】
○山川　遥南　 （松伏小学校６年） 「仲直り　友情ふかまる　第一歩」
○長井　沙采　 （金杉小学校３年） 「やっちゃだめ　自分がされても　いやなこと」
○中村　海渡 　（松伏第二小学校５年） 「つらくても　ささえてくれる　なかまいる」
○中村　伸康 　（松伏中学校２年） 「傷つくよ　軽い気持ちの　その言葉」
○竹田　将馬 　（松伏第二中学校２年） 「あいさつは　心と心の　通い道」
○岡野　泰平　 （松伏高等学校３年） 「心無い　言葉で人は　傷を負う」

※敬称略

【青少年健全育成｢作文｣】
○木村　碧　　 （松伏小学校６年） 「たくさんの人の目」
○杉浦　朝日　 （金杉小学校４年） 「助けてくれた友達」
○深澤　可衣　 （松伏第二小学校小６年） 「知らなかったよ、ごめんなさい」
○麻尾　莉奈 　（松伏中学校２年） 「思いやりの心と行動力」
○阿部　侑子 　（松伏第二中学校１年） 「“想い”やりの心」
○小池　陽子　 （松伏高等学校３年） 「いじめを無くすためには」


